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はじめに  

川曲島野遺跡が所在する群馬県前橋市は北に関東平野を一望できる雄大な赤城山を望み、西に  

榛名山を仰ぎ、板東太郎として名高い利根川や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、水と緑に  

あふれた美しい県都です。   

前橋市域の赤城山南麓や前橋台地上には、旧石器時代から近世に至るまで、人々の生活の痕跡  

を示す遺跡・遣物が数多く存在します。古墳文化の時代には、大室4古墳をはじめ国指定史跡と  

なっている古墳が9基あり、東国の中心とも言える文化を築きました。続く律令政治の時代に入  

ると元総社の地に上野国府が置かれ、山王廃寺、国分寺、国分尼寺が立ち並ぶ一大政治文化圏が  

形成されました。さらに近世では、利根川をはさんで前橋城と総社城が形成され、近世に至って  

は生糸の主要生産地として繁栄しました。このように前橋は歴史が織り成す様々な情景に満ちて  

います。   

今回発掘調査を実施した川曲島野遺跡では、平安時代の水田跡が検出ざれました。そして、こ  

の水田跡は、当時の土地区画制度である「条里制」に基づき整備されていたことも確認できまし  

た。本道跡地は、前橋市の南西部に広がる穀倉地帯であることから、古代から生産の場として利  

用されてきたことが窺えます。   

最後に、本発掘調査実施にあたりご理解とご協力を賜りました地元関係者の方々に感謝を申し  

あげます。本報告吾が市研究の一助となり、また考古学研究の参考となれば幸いと存じます。  

平成17年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団長中原憲治  
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遺跡の位置   

川曲島野遺跡は、前橋市川曲町に所在し利根川右岸に位置する。北北東に赤城山、北西に榛名山を  

望み、南東方向は関東平野の水田地帯が広がる。遵堕塾生酉甥虻圭坦嬰L痘腹中宍高校、北200mには  

箱田中学校がある。本道跡周辺には、日高遺跡をはじめ勝呂遺跡、箱田境遇跡、前箱田遺跡、西島遺  

跡群等の浅間B軽石層下から水田址が検出された遺跡が数多く存在する。  

1川曲島野遺跡  住…住居址、水・‥水田址  

周辺の遺跡（国土地理院1：25，000）  
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調査に至る経緯   

平成16年1月28日付で都市計画道路新前橋駅川曲線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査依  

頼が依頼者である前橋市長より前橋市教育委員会に提出された。同年2月3日・4日に確認調査を実  

施したところ、卿）に覆われた平安時代末期の水田跡を  

検出したため、市関係部局と市教育委員会で協議・調整を重ねた結果、11月をめどに市教育委員会  

が組織する前橋市発掘調査団が発掘調査を実施することとなった（なお、本道跡の名称は当該地区の  

町名小字名を採用し、川曲島野遺跡とした。  
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グリッド設定図  
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調査の経過   

平成16年11月8日、南側調査区の重機による表土掘削を開始した。翌週16日から人力によるB軽  

石除去に入り25日に精査を完了した。26日、高所作業車を用いて南側調査区の全体遺構写真撮影を行  

った。27・28日に委託による遺構平面測量を実施し、翌日29日より北側調査区の表土掘削を開始し  

た。12月16日、北側調査区の精査を完了した。17日、高所作業車を用いて北側調査区の全体遺構写  

真撮影を行った。18・19日に委託による遺構平面測量、22・23日に本調査時の駐車場の掘削及び精  

査を行い、12月24日埋め戻しも含め現地での調査を一旦終了した。年明けて1月6日、南側調査区で  

検出した畝状の遺構について、能登 健・小島敦子両氏に現地でのご指導を頂いた。  

⊥∴ヽ－】・－  

ぺ一  

▲畦断面 両端にB軽石堆積  ▲北調査区全景（南から）  

▲溝3・4 平行に延びる（西から）  

▲両調査区（北から）  ▲畦15・溝2（西から）  
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遺跡の地層  

Ⅰ層  黒色現耕作土   

ⅠⅠ層  褐灰色土   

ⅠⅡ層  灰褐色砂質土  

（B混土）  

ⅠⅤ層  成層テフラ層  

（浅間Bテフラ）  

Ⅴ層  黒灰色粘質土  

（平安時代の水田作土）  

ⅤⅠ層  暗灰色粘質土   

Ⅶ層  白色租粒火山灰混じり  

黄灰色細粒火山灰層  

（榛名ニッ岳渋川テフラ）  

Ⅷ層  暗灰色粗粒火山灰混じり  

暗灰色砂質土  

（浅間C軽石を含む）  

Ⅸ層  黒灰色粘質土   

Ⅹ層  灰白色粘質土   

▲基本土層模式図  

▲層位  

群馬県域平野部に分布する後期更新世以  

降に形成された地層の中には、浅間や榛名  

など北関東地方とその周辺の火山、中部地  

方や九州地方などの火山に由来するテフラ  

（火山砕屑物、いわゆる火山灰）が多く認  

められる。テフラの中には、噴出年代が明  

らかにされている指標テフラがあり、これ  

らとの層位関係を遺跡で求めることで、遺  

構の構築年代や遺物包含層の堆積年代など  

を知ることができるようになっている。   

今回の調査において、畦畔遺構が検出さ  

れたのは、浅間Bテフラ直下層（Ⅴ層）で  

ある。   

浅間山は今から1万年前までの問に大規  

模な噴火活動を4回起こしている。そし  

て、偏西風の影響を受けて、関東一円に軽  

石等の噴出物を降らせた。中でも浅間Bテ  

フラを降らせた平安時代末期の天仁元年  （ 1108年）の噴火が最大規模のものだった。この噴火によ  

り群馬県下では、右図のように多量の軽石が堆積し、広範な荒地が一挙に出現する。近年群馬県下で  

は、この浅間Bテフラ直下層の水田跡がいたるところで発見ざれ、当時の様子が解明されつつある∩  
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1層 黒色現耕作土  
2 層1層に比べやや灰色の耕作土  

2′ 層 灰色砂質土、軽石を僅かに含む  

2〝層 2′ 層とほぼ同じ  

3 層 灰褐色砂質土、B軽石と作土の                              ■   ■▲    ▲     ．＿＿ －＿」†＿ 十－，．  ＿＿  

混じりで、締まり・粘性がない  

4 層 成層テフラ層、As－B準土層  

5 層 黒灰色粘質土、締まり・粘性の  

ある平安時代水田耕作土  

6 層 暗灰色粘質土、5層に比べ灰色  

7 層 白色粗粒火山灰混じり  

黄灰色砂質土  

8 層 暗灰色粗流火山灰混じり  

暗灰色砂質土  

9 層 黒灰色粘質土  

0  ∪ ＝1：800  

遺構全体図  
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E  

L＝94．5・－  

畦11  8  

L＝94．5三．  

畦15  

什  L＝94．5且   

5  畦19  

1＝94．5⊥  

畦24  

L＝94．5エ  

5、触十4  

畦25  

L＝945上   

鮎4  
畦26  

O  S ＝1：50  2m O  S ＝1：400  20m  

各遺構平面図  畦等セクション図   
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▲畦27の水口と溝2 （北から）  

▲溝1畦立を伴う（南東から）  ▲Kl方形区画の溝 （東から）   

今回の発掘調査では、3～8cmの浅間のBテフラ（As－B軽石；1108年、天仁元年）に覆われた平  

安時代の水田跡がほぼ良好な形で検出された。南北の調査区を合わせて38面の水田面と、27条り嘩  

壁が確認できた。南北方向の畦畔の走向は、N－00を中心に東西に30以内の傾きをもつ。東西畦畔の  
はとんどが南北畦畔と十字に交差しており、何条かは交差せずはぼ900で「T」字状に接している。  

畦畔の規模は幅46～30皿前後、水田耕作面からの高さは最大9．6cmを測り、断面形は総じて穏やかな  

台形を呈している（7k口は、東西畦畔と南北畦畔が接する位置や、十字に交差する交点部分などに設  

けられている。   

南区では、畦の他5条の溝と耕作痕と思われる畝状遺構が確認された。満2は畦畔に沿うように検  

出され、溝の緑には畦状の高まりを伴う。溝3・4は2条の溝が平行して並ぶ状態で確認ざれた。溝  

5・6は畝状遺構を囲むようにして検出されたが、畝状遺構との関係は不明である。また、選出週  

幅が計測可能な範囲だけで1m以上あ  ったため大畦畔の可能性がある   

北区では、溝1が検出された。溝1は、畔4・5・28を斜めに横断し北西から南東に走向を示  

す。そして、この溝の北側で畦4・5・28と接する部分は全て水口になっている。この清も南区の  

清2と同様に畦状の高まりを持ち、水田に伴う溝で、塞墜主上ヱ給鉱水軽便わ旭丘土考えられ  

る。畦1から北側では水田面の残存状態が悪くなっており、南北畦28は調査区内途中で消失してい  

ム調査区最北端では左逆送望邁Klが検出された。   
水田の区画は、調査区が限られていたため区画全体を確認することができなかったが、東西畦畔の  

間隔が8m前後から広くて11mと、区画幅が狭くなっている。比較的小さな区画になる可能性があ  

る。水田に伴う遣物は出土しなかった。  

ー8－   



川㊧   
＝1 10  

L＝94．5  

S＝1／40  
1層 黒色≡睨耕作土  

2 層 灰色耕作土  
2′層 灰色砂質土 僅かに軽石を含む  

2′′層 灰色砂質土 2′層とほぼ同じ  

3 層 灰褐色砂質土  
4 層 成層テフラ層  

5層 黒灰色粘質土  
6層 暗灰色粘質土  
7層 暗灰色砂質土  

▲方形状遺構 全景（南西から）  

畝状遺構   

南区中央部東側から睨旦え＿ら也を畝状遺構が検出された。調査区が限られていたため、一部の  

み確認することができた。畝状遺構は溝5辺りからはじまり、滞6付近で終わり畝状遺構はその範囲  

のみに見受けられる。幅35cm前後で東西方向に細長い畝状のものが並列している形状であり、断面  

は軋る里力疹ウェーブと＿なって見られる。向かいの西壁断面には畝状遺構は確認されなかったため、  

西側まで続かない事が確認できた。埋土からAs－B降下以降から現耕作土堆積前と考えられ、畝状遺  

構を囲むようにしてある溝5・清6に関しては畝状遺構の方が新しいと思われるが、畝状遺構との関  

係は確かでない。  
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．巳」L＝94．9  

D′  E  E′  

G  

1層 黒色現耕作土  
2 層 灰褐色砂質土、B軽石と作土の混じりで、  

締まり・粘性がない  

2a，2bと軽石が少なくなる  

i層 暗灰色砂質土、B軽石を含むが3a，3b，3cと  
軽石が少なくなり、黒色が強くなり、粘性  
を増す3′は黄褐色粘質土のブロックを含む  

4 層 成層テフラ層、As－B準土層  
5 層 黒灰色粘質土、締まり・粘性のある平安時  

代水田耕作土  

6 層 暗灰色粘質土、5層に比べ灰色  
7 層 白色粗粒火山灰混じり 黄灰色砂質土  
8 層 暗灰色粗流火山灰混じり 暗灰色砂質土  
り 層 黒灰色粘質土  

S＝1／50  

tマ  

方形状遺構   

Kl号溝は調査区が限られていたため、完全な区画を検出することはできなかった。調査区の北端に  

′ 位置し、方形区画の塵馳推定される。As－B層上面からの掘り込みが確認されている。走向は南  
北N－2O、東西がN－920－Eに傾く。規模は東西清北辺では最大幅が88cm、深さ16．6cmであり、南辺で  

は最大幅1．75m、深さ10．8cm前後と北から南に行くにつれ溝幅が広くなり、掘り込みが浅くなる。南  

辺の一部では、溝の中心部が一段低くなり底面には浅い窪みが複数認められた。東辺で確認できる最  

大幅は1．27m、深さ21m前後であり、北辺から東辺にかけては他辺より掘り込みが明確である。   

南北の区画幅は約11mを測り、溝区画内については大部分が調査区外のため、幅約90～30cm、深  

さ15～8cm程度のピットが検出されたにとまり、掘立柱建物等の遺構は確認されなかった。区画外  

の北辺に沿って6基のピットが確認されており、規模は大きいもので35cm、深さ5皿と浅く小さいが  

直線的に満と平行して並ぶ。何らかの規則性を示しているが、本道構との関連は不明である。  

市内から玉村町、高崎市にかけて  に環濠屋敷跡が集中的に検出されていることか  

ら、環濠屋敷跡の可能性を考えてきた。しかし、一般的な塵p規模は2～5m、深さが1．5～3mに  

も及ぶ。これに対し、Kl号溝により区画された南北区画の規模は約15mはどであって、満幅が2m  

以内、深さも25cmに満たない。また清の内側に土星が巡らされているものが通例であるのだが、Kl  

号溝の場合、土居の起伏等の痕跡は認められないなどの事を考えると、屋敷を外部から守るような防  

衛施設であるとは言い難く、水田の潅漑用水として利用したか、土地境溝として使われた可能性もあ  

る。また、小規模な屋敷跡や一般的な農家遺構とも考えられる。出土物はなく、As－Bが若干含まれ  

る事から本道跡は1108年以降のものと思われる。環濠には、条里制を利用して造られる例があり、  
」■「▼∩           一  

Kl号清から南の水田区画が約12m間隔できていて、本道跡も南北区画が11mとなっているため当時  

の畔の区画をそのまま利用しているのではないかと考えられる。  

ー10－   



まとめ   

班田収授法概略   

班田収授法では原則6歳以上の男女に、口分田を盟．  

戯れる。口分田の班給方法は、6年毎に作成される  

戸籍に基づき死ぬまで耕作ができるが売買すること  

はできない。班田収授法が制定された目的は、豪族へ  

の土地集中を防ぐことと、農民の最低限度の生活を保  

障し、調・庸や兵士を確保するためである。班田基準  

は、良民男子は2段（約24アール）、良民女子は良  

民男子の3分の2にあたる1段120歩（約16アール、  

1段は360歩）が与えられた。口分田は、星団＿と呼  

ばれるやせていて隔年でないと耕作できない土地を  

与えることもあり、その場合は規定の2倍与えられる  

ことになっている。また令の規定に「其の地に墓迭あ  

らば、郷土の法に従え」とあるので、実際は必ずしも  

規定通りにというようにはいかなかったようである。  

条里制に基づく水田跡の考察   

班田収授を行うために潅漑施設を整備し、条里制  

に基づく土地配置などの整備が行われた。条里制と  

は、土地を360分（約654m）四方の正方形に区画し、南  

北に一条、二条、…、東西に一里、二里、…と称し、  

何条何里と表示した。1区画はさらに36等分され坪  

と呼んだ。坪はさらに細分され、大きく分けて3形  

態が考えられている。高崎市教育委員会 

（ⅠⅠⅠ）1981』によれば半折型水田→不規則水田→長地型  

丞坦卿 ＿ 

本道構では、畦11が坪境（大畦畔）になると思われ  

る。畦11は推定ではあるが畦幅が105cmと他の畦より  

も幅が広い。この畦11を東西方向の基線とし、川曲  

地蔵前ⅠⅠ遺跡で検出された大畦畔を南北方向として  

109m間隔のJ、、′シュを組み、それを坪境の条里推定  

条里模式図   

1里  2里  3里 ＿＿十  

1条1里  

2条2里  

●T●▼●T●ヽT▲■●Ⅴ▲■●，i▼●「■■▲T▲‾√  

・：く・ン：く・ン：くく・Hく・拍現・拍現   

4条3里   

半群甘苦；草嵩  

6
町
 
 

12  13  24  25  36   

2    14  23  26  35   

3  10  15  22  27  34   

4  9  16  21  28  33   

5  8    20  29  32   

18    30  31  

線とした。それを遺構平面図∴明治12年の迅連国に  

重ね合わせたものが遺構周辺条里地割図である。こ  

の図かり迅速図当時の行政境界や主要道路が条里推  

定線と重なることがわかる。   
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